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●おたがい相手を守るためわが身をぎせいにできるこ

とにも、感動しました。 

●千代やあぐりこ（かがり）は、どんな逆境にも負け

ない芯の強い人だと思った。 

●千代とあぐりこの話し合いがすごくおもしろかった

です。 

●最初はあぐりここわいと思いましたが、しだいに千

代ときずなをふかめてくのが感動しました。 

●あぐりこが、ようやく自由に、そして、千代があぐ

りこといっしょにいられることが、本当にうれしかっ

たです。 

 
うつのみやこども賞とは？ 
市内５・６年生の選定委員さんたちが、月に４冊の本を読んで、年

間で一番人気の高かった本に「うつのみやこども賞」を贈っていま

す。今年度は、２１名の子ども達が選定委員として頑張ってくれま

した。みなさんもぜひ読んでみてください。 

     

年間選定図書一覧 
 

  

 

 
『狐霊の檻』（これいのおり） 

廣嶋
ひ ろ し ま

玲子
れ い こ

／著 マタジロウ／絵 
（小峰書店） 

～あらすじ～ 

富と権力をほしいままにする阿豪家に囚われた狐霊あぐりこ。解放

され、美しい故郷の森へ帰ることをせつに願うあぐりこを助けるた

め、千代は命をかけて阿豪家に立ち向かう。二人は無事に逃げ出す

ことができるのか…。 

こんなにたくさん

読みました！ 


